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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 33,429 9.3 503 ― 413 ― 362 ―

22年3月期第2四半期 30,573 △26.7 △148 ― △277 ― △521 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 11.89 ―

22年3月期第2四半期 △16.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 37,575 12,805 34.1 419.58
22年3月期 36,866 12,822 34.8 420.12

（参考） 自己資本  23年3月期第2四半期  12,805百万円 22年3月期  12,822百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1.00 ― 1.00 2.00

23年3月期 ― 2.00

23年3月期 
（予想）

― 2.00 4.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 68,000 4.1 970 53.8 830 92.6 720 410.2 23.59



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成22年５月12日発表の通期連結業績予想を修正しておりません。上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績
は今後のさまざまな要因によって異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 31,935,458株 22年3月期 31,935,458株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q 1,415,070株 22年3月期 1,414,289株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 30,520,576株 22年3月期2Q 30,723,785株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、中国をはじめとする新興国の成長等に牽引され、ゆるやかな回復

基調で推移いたしましたが、欧米の景気の失速懸念、急激な円高による輸出競争力の低下等の要因もあり先行き不

透明感が高まっております。 

 このような情勢の下で、当社及び当社の子会社（以下当社グループ）が持つそれぞれの機能の融合と、グループ

間及び部門間相互の連携により、積極的な営業活動を推進するとともに、利益面では前期に引続き諸経費の削減を

推進し、収益向上に努めました。  

 以上の結果、第２四半期連結累計期間の売上高は334億２千９百万円、前年同期に比べて9.3％の増収、営業利

益は５億３百万円（前年同期営業損失１億４千８百万円）、経常利益は４億１千３百万円（前年同期経常損失２億

７千７百万円）、四半期純利益は３億６千２百万円（前年同期四半期純損失５億２千１百万円）という成績となり

ました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は次の通りです。 

  

（商事部門） 

①半導体事業 

 半導体事業では、マイコン、ASICは自動車関連向けが中国をはじめとする新興国市場の好調により順調に推

移いたしました。パソコン関連向けは、流通在庫の増加もあり、低調となりました。パワーデバイスは、白物

家電向けが、エアコンの国内外の需要増加もあり、大きく伸張いたしました。産業機器関連は、中国向け設備

投資の動きが継続し、好調を持続いたしました。 

②電子デバイス事業 

 電子デバイス事業は、EMS事業のデジタルカメラ等電池保護モジュール基板が引続き順調に推移いたしまし

た。民生用各種電子部品につきましても、デジタル家電、白物家電を中心に、順調に推移いたしました。  

③電子材料事業 

 電子材料事業は、銅地金の価格が堅調に推移するなか、薄型テレビ、スマートフォン、自動車関連用のコネ

クター向け並びに半導体向けなどの金属材料が好調に推移いたしました。  

④FAシステム事業 

 FAシステム事業は、サーボ、シーケンサ等のFAシステム機器が、半導体製造装置、ハードディスク製造装置

向け等を中心に第２四半期も好調となりました。NC装置も中国を中心とする外需に支えられ、好調に推移いた

しました。放電加工機、レーザ加工機、FA-ITソリューションは回復基調となりましたが、一部受注に至らず

やや苦戦いたしました。  

⑤その他 

 北海道と西日本地区を拠点とする協栄マリンテクノロジ株式会社が行う救命いかだの整備サービス事業は、

順調に推移いたしました。 

  

 この結果、商事部門の売上高は270億２千万円（前年同期比9.4％増）、営業利益は７億１千５百万円（前年

同期比71.6％増）となりました。 

  

（ＩＴ部門） 

①ビジネスソリューション事業 

 ソリューション関係は、建設業向けシステム、積算見積パッケージソフトが好調となり、食品、流通業及び

製造業向けシステムも堅調となりました。また、サービス提供型ビジネスの推進により運輸業向けは好調に推

移し、各種団体・協会向けｅラーニング配信サービスの運用を拡大いたしました。 

 ビジネスシステム関係は、金融系業務関連は低調となりましたが、電力系業務関連は堅調に推移いたしまし

た。  

②エンベデッドシステム事業 

 エンベデッドシステム系（特定機能を実現するための組込みシステム）は、専用ボードシステム、公共系業

務関連向けが好調に推移いたしましたが、専用装置システムが低調となり、カーナビ関連もやや低調に推移い

たしました。装置制御を中心としたFAシステム系は、製造業に明るい兆しはあるものの、積極的な設備投資ま

でには至らず、厳しい状況が続きました。自社開発の通信制御装置は、引続き堅調に推移いたしました。  

③IC設計事業 

 IC設計事業では、開発コストの削減、メーカーの内製化が進むなか、当社が得意とするアナログ技術をベー

スとして、新規開拓分野での受注の拡大に努めました。引き続き厳しい受注環境のなか、回復傾向で推移いた
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しました。 

  

 この結果、ＩＴ部門の売上高は31億４千２百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益は４億６千１百万円

（前年同期比79.9％増）となりました。 

  

（製造部門） 

プリント配線板事業 

 プリント配線板事業は、縮小した相模原工場の生産規模に合わせ、メタルコア、モジュール等特殊基板、超

短納期試作基板などの高付加価値品の受注に絞り込み、福島協栄株式会社との連携を強化し、受注拡大に努め

てまいりました。受注面では、相模原工場は車載向けメタルコア基板が第２四半期にやや低調となりました

が、モジュール基板はAV関係を中心に好調に推移いたしました。 

 福島協栄株式会社では、第２四半期は両面基板、多層基板ともに車載・アミューズメント関係が、やや低調

となりました。損益面では、引き続き生産の効率化を推進し改善基調となりました。 

  

 この結果、製造部門の売上高は32億９千７百万円（前年同期比9.7％増）、営業損失は４千２百万円（前年

同期営業損失２億７千万円）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 ①  資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて７億９百万円増加し、375億７千５百万円

となりました。 

・流動資産は、商品及び製品の増加９億３千３百万円等により、７億８千５百万円増加し、312億６千１百万円と

なりました。 

・固定資産は、繰延税金資産が３億円増加しましたが、投資有価証券４億２千８百万円の減少等により、７千６

百万円減少し、63億１千４百万円となりました。 

・流動負債は、借入金の減少３億９千２百万円、支払手形及び買掛金の増加１億７千３百万円等により、１億４

千９百万円減少し、188億４百万円となりました。 

・固定負債は、長期借入金の借入による増加７億９千万円等により、８億７千５百万円増加し、59億６千５百万

円となりました。 

  

 この結果、純資産は１千６百万円減少し、128億５百万円となり、自己資本比率は前連結会計年度末の34.8％か

ら0.7ポイント減少し34.1％となりました。 

  

 ②  キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

６千６百万円減少し、57億６千６百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のと

おりです。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  営業活動の結果、減少した資金は２億８千４百万円となりました。これは主として次の要因によるもので

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  投資活動の結果、減少した資金は６千２百万円となりました。これは主として固定資産の取得等によるもの

です。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動の結果、増加した資金は２億８千７百万円となりました。これは主として長期借入金の借入等によ

るものです。 

資金増加要因： 税金等調整前四半期純利益 ３億９千９百万円

  減価償却費 ２億５千６百万円

  仕入債務の増加 ３億１千８百万円

資金減少要因： たな卸資産の増加 12億３千９百万円

    



  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期累計期間は、自動車関連、設備投資等の回復により、売上高は概ね予想通りとなりました。利益

につきましては、商事部門の利益率向上、ＩＴ部門の生産性向上、および全社的な経費削減の効果もあり、業

績が当初予想を上回ることとなりました。 

 通期の業績予想につきましては、主要仕入先の統合に伴う商流の変更や円高の長期化、政策効果の息切れな

どにより、企業の先行き不透明感が増していることもあり、現時点では平成22年５月12日に公表いたしました

数値を変更いたしません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により算定

しております。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計基準等の改正に伴う変更   

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。なお、これによる損益に与える影響はありません。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,656,833 6,723,718

受取手形及び売掛金 17,332,804 17,462,426

商品及び製品 5,492,004 4,558,609

仕掛品 691,701 510,803

原材料及び貯蔵品 143,501 111,880

繰延税金資産 454,808 587,124

その他 561,348 594,587

貸倒引当金 △71,983 △73,850

流動資産合計 31,261,018 30,475,299

固定資産   

有形固定資産 2,868,027 2,878,530

無形固定資産 179,810 164,531

投資その他の資産   

投資有価証券 1,954,153 2,382,443

繰延税金資産 347,568 47,381

その他 1,068,664 1,028,506

貸倒引当金 △103,491 △110,610

投資その他の資産合計 3,266,894 3,347,721

固定資産合計 6,314,733 6,390,783

資産合計 37,575,751 36,866,083

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,308,455 13,135,449

短期借入金 2,772,892 2,965,314

1年内返済予定の長期借入金 1,120,000 1,320,000

未払法人税等 69,812 90,326

賞与引当金 439,432 293,126

工事損失引当金 － 35,060

その他 1,093,704 1,114,210

流動負債合計 18,804,298 18,953,485

固定負債   

長期借入金 4,580,000 3,790,000

繰延税金負債 345 383

退職給付引当金 744,680 730,076

役員退職慰労引当金 213,901 205,155

その他 426,649 364,411

固定負債合計 5,965,575 5,090,026

負債合計 24,769,874 24,043,511



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,161,819 3,161,819

資本剰余金 3,120,549 3,120,720

利益剰余金 7,204,141 6,871,750

自己株式 △415,595 △415,614

株主資本合計 13,070,915 12,738,675

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 88,180 334,454

為替換算調整勘定 △353,218 △250,557

評価・換算差額等合計 △265,037 83,896

純資産合計 12,805,877 12,822,571

負債純資産合計 37,575,751 36,866,083



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 30,573,666 33,429,434

売上原価 27,631,999 29,799,059

売上総利益 2,941,667 3,630,374

販売費及び一般管理費 3,090,536 3,126,752

営業利益又は営業損失（△） △148,868 503,621

営業外収益   

受取利息 2,168 1,608

受取配当金 17,937 22,793

その他 48,693 27,688

営業外収益合計 68,800 52,090

営業外費用   

支払利息 87,625 78,079

為替差損 65,349 31,576

債権売却損 17,664 14,282

その他 26,671 18,150

営業外費用合計 197,309 142,088

経常利益又は経常損失（△） △277,378 413,623

特別利益   

固定資産売却益 178 1,017

貸倒引当金戻入額 － 4,855

特別利益合計 178 5,872

特別損失   

固定資産除却損 3,220 2,945

投資有価証券評価損 － 16,838

特別損失合計 3,220 19,783

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△280,420 399,712

法人税、住民税及び事業税 36,435 35,642

法人税等調整額 204,888 1,157

法人税等合計 241,324 36,800

少数株主損益調整前四半期純利益 － 362,911

四半期純利益又は四半期純損失（△） △521,744 362,911



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 16,625,306 16,994,567

売上原価 14,763,642 14,995,462

売上総利益 1,861,663 1,999,105

販売費及び一般管理費 1,457,306 1,576,668

営業利益 404,356 422,436

営業外収益   

受取利息 1,169 758

受取配当金 2,659 2,515

その他 40,557 10,928

営業外収益合計 44,385 14,203

営業外費用   

支払利息 43,800 38,885

為替差損 48,296 12,837

債権売却損 10,426 7,963

その他 13,023 9,617

営業外費用合計 115,546 69,304

経常利益 333,196 367,335

特別利益   

固定資産売却益 178 △56

貸倒引当金戻入額 － 4,855

特別利益合計 178 4,798

特別損失   

固定資産除却損 1,166 2,796

投資有価証券評価損 － 5,618

特別損失合計 1,166 8,414

税金等調整前四半期純利益 332,207 363,719

法人税、住民税及び事業税 23,205 16,397

法人税等調整額 3,773 3,127

法人税等合計 26,978 19,524

少数株主損益調整前四半期純利益 － 344,195

四半期純利益 305,229 344,195



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△280,420 399,712

減価償却費 319,922 256,900

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,792 △8,986

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,716 146,958

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △106,571 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 50,200 14,603

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,746 8,746

受取利息及び受取配当金 △20,106 △24,401

支払利息 87,625 78,079

投資有価証券評価損益（△は益） － 16,838

固定資産除却損 3,220 2,945

有形固定資産売却損益（△は益） △178 △1,017

売上債権の増減額（△は増加） △1,151,089 △48,601

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,264,725 △1,239,622

仕入債務の増減額（△は減少） 2,437,141 318,134

未収消費税等の増減額（△は増加） 64,593 94,885

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,712 6,178

その他 282,056 △196,605

小計 2,907,228 △175,251

利息及び配当金の受取額 20,106 24,401

利息の支払額 △87,771 △77,379

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 95,677 △56,199

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,935,241 △284,428

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △33,663 △3,999

有形固定資産の売却による収入 300 1,017

有形固定資産の取得による支出 △12,743 △13,506

無形固定資産の取得による支出 － △39,295

短期貸付けによる支出 － △6,500

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,107 △62,283

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 6,700,402 4,124,094

短期借入金の返済による支出 △6,896,097 △4,277,257

長期借入れによる収入 － 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △460,000 △910,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △210,680 △119,152

自己株式の売却による収入 695 227

自己株式の取得による支出 △625 △378

配当金の支払額 △30,723 △30,521

財務活動によるキャッシュ・フロー △897,028 287,011

現金及び現金同等物に係る換算差額 10,847 △7,184

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,002,952 △66,884

現金及び現金同等物の期首残高 4,461,422 5,833,718

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,464,375 5,766,833



該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分の方法 

当社の事業区分は、製品の種類、製造方法、販売市場の類似性及び管理区分をもとに、当社グループの事業

実態にあわせて区分しております。 

２．各事業区分の主要製品 

  

〔セグメント情報〕  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、各事業部門ごとに取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を

展開しております。 

 したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「商事部

門」、「ＩＴ部門」、「製造部門」の３部門を報告セグメントとしております。 

 「商事部門」は、半導体、電子デバイス、電子材料、FAシステム機器等の販売を行っております。 

 「ＩＴ部門」は、ソフトウェア開発・システム開発、IC設計、及び情報システム機器・電子機器・パッケージソ

フト等の生産・販売を行っております。 

 「製造部門」は、プリント配線板の製造を行っております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
商事部門
（千円） 

ＩＴ部門
（千円） 

製造部門
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  24,696,719  2,874,304  3,002,642  30,573,666 －  30,573,666

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 2,925  36,081  2,614  41,621 (41,621) － 

計  24,699,645  2,910,386  3,005,256  30,615,288 (41,621)  30,573,666

営業利益又は営業損失（△）  416,734  256,431  △270,248  402,917 (551,786)  △148,868

  
商事部門
（千円） 

ＩＴ部門
（千円） 

製造部門
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  12,885,364  2,053,376  1,686,565  16,625,306 －  16,625,306

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 1,633  17,972  1,446  21,052 (21,052) － 

計  12,886,997  2,071,348  1,688,012  16,646,358 (21,052)  16,625,306

営業利益又は営業損失（△）  318,854  404,440  △70,882  652,412 (248,056)  404,356

事業区分 主要製品

商事部門 

各種半導体、マイコンソフト開発、電子デバイス、LED関連機器、電子部品用金属

材料、化成品、ボードアッセンブリ、産業システム機器、工場用設備機械、FA-IT

ソリューション、船舶用救命器具類 

ＩＴ部門 
ソフトウェア開発、システム開発、情報システム機器、電子機器、パッケージソフ

ト、IC設計 

製造部門 プリント配線板、超短納期試作基板 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

                                          （単位：千円）  

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

  

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

                        （単位：千円）  

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

                        （単位：千円）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の総務部門等管理部門に係る費用であります。  

  

  

  

報告セグメント  

商事部門 ＩＴ部門 製造部門 合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高  27,013,681  3,124,140  3,291,611  33,429,434

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  6,409  18,219  6,326  30,954

計  27,020,090  3,142,360  3,297,937  33,460,388

セグメント利益又は損失（△）  715,115  461,218  △42,561  1,133,773

  

  

報告セグメント  

商事部門 ＩＴ部門 製造部門 合計

売上高         

(1）外部顧客への売上高  13,275,949  1,968,991  1,749,627  16,994,567

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  3,988  5,399  1,721  11,109

計  13,279,937  1,974,391  1,751,348  17,005,677

セグメント利益  315,600  432,992  19,916  768,509

利益 金額 

 報告セグメント計 1,133,773

 全社費用（注）   △630,151

 四半期連結損益計算書の営業利益 503,621

利益 金額 

 報告セグメント計 768,509

 全社費用（注）   △346,072

 四半期連結損益計算書の営業利益 422,436



（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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